
区分 骨子案 素案 原案

総合計画の考え方 １ 趣旨 ２ 性格 ３ 期間 ４ 特色 ５ 全体像 ○ （修文）

北海道の｢めざす姿｣

１ 北海道の将来展望 ○ （修文）

２ 計画のめざす姿

方 向 性

を 議 論

○

政策展開の基本方向

１ 政策体系 ○

２ 政策に関する記述：基本方針⇒政策の柱⇒政策の方向性 ○

指 標

指標項目 ○

目標数値 ○

地域づくりの基本方向
１ 地域づくりの基本的な考え方 ２ 計画推進上のエリア設定

３ 地域づくり推進の手立て ４ 地域の方向性
○

計画の推進
１ 推進の考え方 ２ 推進手法

３ 推進管理 ４ 推進体制
○ （修文）

新たな総合計画・素案のとりまとめについて

記載内容等の精査、充実 １

資料１



「計画のめざす姿」の方向性について（8月24日：計画部会）

○人口減少の進行
・少子高齢化、地方の過疎化

○社会経済を支える人材の不足

○激甚化する自然災害

○地球温暖化の進行 など

中期的点検・評価を
通じた計画の見直し

○不安定な国際情勢

○新たな感染症の出現

○経験を超える大規模自然災害

○世界的な経済危機の出現 など

ある程度予測可能な課題 予測が困難な課題

○社会経済の変化やグローバル化の進展
・デジタル化、脱炭素化
・観光、輸出、海外からの投資

○安全保障への意識の高まり
・エネルギー、食料、半導体

○新たなインフラの整備
・新幹線関連、エネルギー・デジタル関連

○人材や働き方の多様化
・女性、高齢者、外国人等
・ワーケーション、サテライトオフィス など

北海道の成長につながる動き

将来展望に基づき政策を検討
変化への備えを

意識した政策を検討

計画の推進管理

○概ね10年後の北海道の「めざす姿」
○「めざす姿」の実現に向けた政策の展開

２

３つの視点で検討

成長と潜在力の発揮 重要課題への対応 各地域の発展



○「めざす姿」は、前向きに、勇気づけられる

ポジティブなメッセージの発信が望まれる。

○「多様性を力に変える北海道」というのは、

良いメッセージとなる。

○多様性は、人と地域。将来展望も北海道全体

だけでなく、各地域で展望することが重要。

○世界に選ばれる価値ある北海道を目指して

いって欲しい。そのためには持続可能性が

大事。179市町村の多様性が北海道の魅力。

○世界に選ばれる、つながる北海道といった

メッセージを鮮明に打ち出すことが重要。

○高度人材を呼ぶには、世界を見ていくことが

必要。社会の多様性を力に変えていくことを

目指しては。

○持続性の観点から、北海道の特性や潜在力を

認識することはとても重要

総合開発委員会・計画部会

【道民・企業・団体へのアンケート調査】

○道内経済・産業活性化に向け力を入れるべきこと

食・観光・エネルギーなどの産業振興、人材の育成、

農林水産業の振興

○人口減少・少子高齢化への対応で力をいれるべきこと

子ども子育て、医療・介護、教育、地域産業の振興

【地域住民や市町村から職員が直接聴取】

○強みや潜在力の発揮が期待される分野

食（農業）、自然（観光、移住、教育）

再生可能エネルギー、デジタル産業、新幹線札幌開業

○直面する課題

人材確保（医療介護、運輸、農水担い手、建設）

地域交通の確保、雇用の場、外国人材の受入、漁業不振、

地震・津波など防災、広域的な地域づくり

【高校生・大学生から職員が直接聴取】

○北海道の強みや価値

食料供給力、再エネ活用や企業誘致に適した広大な土地、

観光客を呼び込むことができる自然環境

○地域に必要なこと

賑わいや買い物環境、公共交通の利便性、働く場の確保、教育環境

道民意向等（概要）

計画の素案とりまとめに向けた主な意見
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「めざす姿」について

各地域の
持続的な発展

成長と潜在力
の発揮

重要課題への対応

多様な人が担い活躍する
魅力ある地域の創造

道内各地域の特性や
ポテンシャルの発揮

「３つの視点」や、計画部会意見、地域住民・市町村からのヒアリング結果を基に、めざす姿の考え方を構築

変化を捉え
国内・海外からの
人や投資の呼び込み

考
え
方

ｚ一人ひとりが豊かで安心して住み続けられる社会

○私たちの北海道は、今、デジタル化や脱炭素化の加速といった社会の変革、そして不安定な国際情勢を背景としたエネルギー
の安定供給や食料・経済の安全保障に関する意識の高まりなど、世界的に大きな変化の時代を迎えています。

○北海道には、豊かな自然、広大な土地、冷涼な気候などの特性と、豊富な食や観光の資源、再生可能エネルギーといった
世界に誇るポテンシャルがあります。

○こうした特性やポテンシャルを発揮して、様々な変化を捉え、国内だけではなく、海外からも、人や投資を呼び込みながら、
女性や高齢者、外国人をはじめ多様な人が担い、活躍する、魅力ある地域を創り上げていくことが持続的な発展の鍵となります。

○人口減少が進行し、地域社会の縮小に直面する中、多様な人がそれぞれの可能性を発揮しながら、地域の力を高め、地域の外
からの力を活かす、この２つの相乗効果で地域を活性化し、北海道の飛躍につなげ、一人ひとりが豊かで安心して住み続けら
れる社会の実現をめざしていきます。

ｚ世界的に大きな変化の時代
デジタル化、脱炭素化、エネルギーの安定供給、食料・経済の安全保障 など

ｚ地域の力を高め、地域の外からの力を活かす

（コンセプト図）

４



「めざす姿」の検討案

1998年度 2008年度 2016年度

※計画の目標として記載

恵まれた環境のなかで、だれもが主体的に

多様なライフスタイルを選択し、豊かで安

心して暮らせる活力のある地域社会の実現

人と地域が輝き、環境と経済が

調和する世界にはばたく北海道

輝きつづける北海道

世界に誇れる北海道の魅力を磨き、育て、
様々な強みを活かし、人口減少・高齢化の
急速な進行といった「地域の存亡に関わる
危機」を乗り越え、将来にわたって安全で
安心して心豊かに住み続けることができる
活力ある地域社会の形成をめざします。

＜過去の総合計画のめざす姿＞

北海道の力が
日本そして世界を変えていく

北海道の価値で
世界に飛躍する

世界とつながり
北海道の価値を高める

～ 一人ひとりが豊かで安心して住み続けられる社会へ ～

～ 多様な人が活躍し豊かで安心して住み続けられる地域を創る ～

or

北海道各地に住むそれぞれの人の
暮らしや人生を豊かな形にしてい
くといった道民一人ひとりの視点

上記の視点のもと、人と地域につい
て、より具体的な表現

北海道のポテンシャルを最大限に発揮して
いくことで、本道、日本、世界にも必要な
力となっていくといった前向きに挑戦する
グローバルな視点

左記の視点のもと、より具体的な表現
各地域の力を高め、北海道の外からの力を
活かしていくといった視点

５



政策展開の基本方向 ⇒めざす姿の考え方を基に政策体系を再編

「めざす姿」実現に向けた政策展開の基本方向

◆部局縦割の「分野」から、３つの視点などをもとにした政策本意の「基本方向」を設定
◆政策展開に当たっては、政策間の連携を重視し機動的に対応

基本方向 政策の柱 政策の方向性（主な手立て）

①
潜在力
発揮に
よる成
長

1 (食) ■農業■水産業■食品関連・食品輸出■食の安全・安心

2 (観光) ■観光地づくり・誘客・滞在・周遊・ＭＩＣＥ・ＩＲ

3 (ゼロカーボン) ■ゼロカーボン■再生可能エネルギー（安定供給含む）■森づくり・林業

４ (デジタル) ■デジタル産業集積・ＩＴ

５ (ものづくり・成長分野) ■自動車等■健康長寿■宇宙航空

６ (産業活性化・業種横断分野) ■起業･創業■企業誘致■産業人材（外国人含む）■科学技術■海外展開･投資呼込

②
多様な

人の
活躍と
安全・
安心な
くらし

１ (子ども未来) ■結婚・出産■子育て環境（雇用・就労含む）■見守り育てる社会

２ (教育・学び) ■教育・保育■キャリア等教育■子ども青少年健全育成

３ (医療・福祉) ■地域医療■高齢者・障害者福祉■健康づくり

４ (安全・安心) ■暮らしの安全・安心■人権■感染症対策

５ (就業・就労環境) ■労働参加（女性･高齢者･障がい者･長期無業者など）■就労環境

６ (中小企業・商業) ■中小・小規模企業■地域商業

③
各地域

の持続
的な発
展

１ (地域づくり) ■地域づくり（市町村自治・移住交流・市民活動含む）■北方領土

２ (北海道の強靱化) ■大規模自然災害対策■防災

３ (社会経済の基盤整備) ■道路・街路・都市施設等（建設業含む）■交通･物流ネットワーク■地域ＤＸ

４ (グローバル化) ■国際交流・多文化共生社会・グローバル人材

５ (自然・環境) ■自然環境保全 ■人と生物の共生 ■循環型社会

６ (歴史･文化･スポーツ) ■独自の歴史文化・芸術文化 ■アイヌの人たち■スポーツ 6

分野 政策の柱

生
活
・
安
心

1   子ども未来

2   医療・福祉

3   自然

4   環境

5   安全・安心

6   防災

7   強靱化

経
済
・
産
業

1   農林水産業

2   地域産業

3   中小企業・地域商業

4   成長産業・科学技術

5   食品輸出・海外展開

6   観光

7  雇用・産業人材

人
・
地
域

1   まちづくり

2   教育・学び

3   誰もが活躍できる社会

4   歴史・文化

5   スポーツ

6   地域づくり

7   社会経済基盤

〔現計画〕 〔新たな計画〕 ※政策の柱・政策の方向性のタイトルや順序は原案の記述と合わせて精査


